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総務常任委員会の記録 

(ふるさと創生課) 

招 集 年 月 日 令和５年３月３日（金） 

招 集 の 場 所 松野町議会議場 

開 会 ３月１３日（月） 午後 １時２９分 

閉 会 同  上    午後 ３時００分 

出 席 委 員 山石 恭助、山崎 匡、加藤 康幸、森岡 健治、赤松 紀幸、 

安西 博文、山田 寛二 

欠 席 委 員  

付 議 事 件 説 明 

の た め 出 席 

した者の職氏名 

町長 坂本 浩、副町長 八十島 温夫、 

課長 井上 靖、課長補佐 石田 和弘、課長補佐 土居 孝二郎 

職務のため出席 

した者の職氏名 
議会事務局長 大谷 吉廣 

付 議 事 件 １ 議案第１８号 令和５年度松野町一般会計予算について 

◎ 歳入（該当分） 

◎ 歳出  ２款 総務費 
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ただいまから、ふるさと創生課所管の付託案件の審査を行います。 

議案第１８号「令和５年度松野町一般会計予算」歳入該当分、歳出 

２款 総務費、ふるさと創生課所管分の審査を行います。 

担当課長に説明を求めます。 

（業務計画について業務計画書により説明） 

議案第１８号「令和５年度松野町一般会計予算」のうち、歳入該当

分、歳出２款総務費のふるさと創生課分について説明いたします。 

まずは予算書にて、予算計上の概略を説明させていただき、その後

に抜粋とはなりますが、お配りしている資料にて、事業ごとにご説明

させていただきます。予算書の４３ページをお開き下さい。 

 ２款、１項、７目企画費の歳出予算額は計２５１，０５２千円で、

前年度比１７，７２１千円の減となっています。 

１節報酬には、まちづくり委員会の委員報酬や、地域おこし協力隊

１名分の報酬を計上しております。なお、この地域おこし協力隊の関

係する手当や活動に対する旅費、その他経費一式を企画費に計上して

います。 

７節報償費には７，５９１千円を計上しており、その内訳は、県内

のプロスポーツチームである愛媛ＦＣ及びマンダリンパイレーツの

支援や森の国まつの応援団に係る賞品費、景観審議会等委員謝礼、地

域公共交通会議委員謝礼のほか、定住促進条例に基づく結婚祝金や出

産祝金、松丸高校事業協力者謝礼等を計上しております。 

８節旅費では、各委員会の費用弁償のほか、移住促進事業、地域お

こし協力隊の募集活動に係る費用弁償や普通旅費、移住者情報やふる

さと納税の推進、企業情報収集をはじめ、様々な部門でのネットワー

クづくりに資するための関西圏域愛媛県人会交流事業、本年度開催を

見合わせた森の国まつの応援団に関する費用や人材育成事業である

松丸高校事業での旅費等を計上しており、その財源として、県補助金

や過疎債のソフト事業分と特別交付税を充当しています。 

１０節には各種事業に要する需用費１，２８３千円、１１節役務費
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には通信運搬費等に８９８千円を計上しております。 

続いて、１２節委託料には１３，２６６千円を計上しており、その

内訳の主なものは、重点プロジェクト調査委託料、ふるさと納税管理

業務委託料、空き家診断委託料、松丸高校事業に係る専門家のアドバ

イスや運営の補助など総合的にサポートしていただく未来の大人応

援プロジェクトアドバイザー業務委託料などを計上しております。な

お、このアドバイザー業務委託料につきましては、その財源として全

額を国の特別地方交付税交付金にて充当することとしています。ま

た、ふるさと納税に係る管理業務委託料のなかには、返礼品の費用も

含まれております。 

次に、１３節使用料及び賃借料１，９８２千円につきましては、高

速道路通行料や渡船使用料のほか、地域おこし協力隊や移住関係の各

種借上げ料を計上しております。 

次に、１７節備品購入費は、地域おこし協力隊事業に係るパソコン

の周辺機器の購入費用を計上しております。 

次に、１８節負担金補助及び交付金の主な内容といたしましては、

宇和島地区広域事務組合負担金１５６，７８８千円を計上し、詳細な

内容については別冊資料に記載しています。そのほか、ＪＲ予土線の

利用促進施策を推進するため、宇和島市、鬼北町、松野町で構成する

予土線利用促進対策協議会負担金に５００千円、また、住民と行政の

協働のまちづくりに対する事業として、協働のまちづくり事業補助金

に１，５００千円、高齢者外出支援事業補助金に２，２４２千円、地

域づくり交付金に５，０００千円を計上しております。 

移住定住関連の補助金、交付金につきましては、定住住宅建築奨励

金６，０００千円、住宅リフォーム補助金に２，０００千円、お試し

移住者宿泊費補助金に４９０千円、移住者住宅改修支援事業費補助金

４，４００千円、移住促進空き家改修事業費補助金に３，０００千円、

空き家活用移住者住宅整備補助金３，０００千円を計上しています。 

そのほかの主なものとして、特定地域づくり事業協同組合補助金と
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して７，３１０千円、愛媛・大分交流市町村連絡会議に負担金として

１００千円、愛媛県・市町ＤＸ推進会議負担金２，９９６千円松野町

公共交通計画を策定するための協議会への補助金である地域公共交

通会議事業費補助金６，５９５千円、新規事業として、宇和島鉄道全

線開通１００周年記念イベントに対する実行委員会への補助金５０

０千円、公共交通の運賃改正に伴う対策として、中高生等の鉄道・バ

ス通学定期券購入補助に１，０００千円を計上しております。 

 続いて、２４節積立金１０，００１千円は、ふるさと応援基金積立

金であります。 

予算書５０ページをお開きください。１５目コミュニティバス運行

費は１６，８２３千円、前年度比３２９千円増額となっております。 

主な予算計上内容は、コミュニティバス３台分の経費として、１０

節の需用費３，４２３千円、１１節役務費２７８千円、１２節に自動

車運転委託料として１３，０６０千円、１３節使用料及び賃借料２９

千円、２６節公課費に３３千円を計上しております。 

予算書５６ページをお開きください。２款５項１目統計調査費は２

９８千円、前年度比１０４千円の減額計上となっております。 

令和５年度の主な統計業務は、学校基本調査、住宅土地統計の実施、

世界農林業センサスと、国勢調査の準備、統計調査員確保対策事業を

予定しています。 

次に、これまでの歳出予算に係る歳入の主なものについて説明いた

します。予算書１９ページをお開きください。１３款、１項、１目総

務使用料の３節にコミュニティバス運賃収入５７６千円を計上して

おります。 

予算書２２ページ、１４款２項１目に地方創生推進交付金として、

２，４２８千円、また、特定地域づくり事業推進交付金として３，６

５４千円を歳入計上しております。 

 予算書２５ページをお開きください。１５款２項１目に、１節企画

費補助金として、移住者住宅改修支援事業費補助金２，２００千円、
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同じく２節、コミュニティバス運行費補助金は生活交通バス路線維

持・確保対策事業費補助金３，０４５千円で、民間の生活バス廃止路

線の代替バス等の運行が補助対象であり、町コミュニティバスの運行

欠損がこれに当たることから補助金が交付されるものであります。 

 予算書２８ぺージをお開きください。１５款３項１目のうち、７節

統計調査費委託金２７９千円は、各種統計調査に係る委託金でありま

す。 

予算書３０ページをお開きください。１７款１項２目総務費寄附金

には、ふるさと応援寄附金１０，０００千円を計上しております。 

続きまして３４ページをお開きください。２１款１項１目過疎対策

事業債のうち、ハード事業分では、宇和島地区広域事務組合負担金と

して、３事業に６，２００千円、ソフト事業分では、定住促進事業１

３，６００千円、協働のまちづくり推進事業６，５００千円、森の国

応援団支援事業３，２００千円、関西圏域愛媛県人会交流事業９００

千円などの各種事業の財源を充当しております。 

 以上で予算書の説明を終わります。続いて、お配りしております資

料にて事業ごとの概要説明をいたします。 

～資料により説明～ 

以上でふるさと創生課分の説明を終わります。よろしくご審議を賜

り、承認いただきますようお願い申し上げます。 

担当課長の説明が終わりました。 

委員からの質問を許します。 

誠に簡単な質問で、松丸高校、という名前ですね、あえて松丸高校

にしたのか。松野高校にしなかったのか。 

知りたいと思います。 

この事業の起こりからなんですが、実はこの事業、原案としまして、

２つの視点がございます。 

１つは、先ほど御説明申し上げましたが、小中学校としっかりと地

域資源を学んだ子どもたちが、高校に行った時に活躍の場がないとい
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うか、松野町から少し距離が置いてしまうというところで、自分たち

が活躍をする場を自分たちで作ろうという視点がまず１つ。 

ただ、これは松丸高校プロジェクトという名前では、彼らは申し上

げておりませんでした。そのような中で、名前がついた原因の１つは、

行政側からの考えです。 

松野町において令和３年度、松野町の職員６人と、四国内の企業、

いろいろな企業の社員さん３０名が集まって、４ヶ月にわたって、一

堂に集まって、松野町の課題を解決する政策の立案についての研修会

を行いました。 

そこで、町としては、松野町の今こういった課題があるので、そう

いった課題を解決する施策を打ち出してほしいということをコンペ

形式でやらせていただいたんですが、その時に、この松丸高校プロジ

ェクトという名前で、人材、いわゆる、すばらしい松野町の小中学校

の教育を受けた人材を生かした、まちの課題解決をしたらどうかとい

う、施策の提案がございました。 

ほかにも、３つのすばらしい提案がございましたが、特にこの高校

生、いわゆる子どもたちの活躍の場を作る施策、やったらどうだとい

うのが採用されまして、その時の元の名前が、松丸高校でした。 

というのが、名前のついた始まりでございます。 

ですが、これはあくまでも役場の施策上の名前であって、子どもた

ちは、すぐに松丸高校じゃなくて松野高校じゃないか、ということで、

私たち立松野イズム高校という名前で、活動を始めようということ

で、令和４年度から始めてきたところです。 

そこで、このたび２月２４日、自覚と責任を持って更に活動してい

こう、自分らが卒業しても、活動が続くように、法人化しようという

ことで、一般社団法人松野イズムプロジェクトという名前で、更に進

化をして、現在、これから活動していこうというところでございます。 

したがいまして、事業名だけ、松丸高校という元の事業名を使って

おりますが、名前のついた経緯は以上でございます。 
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これ以上、変更するというようなこともなく、もうこのまま。 

現在は、松丸亮吾かなんかという、テレビでよく出る方もおります

けど、松丸のほうが、名前が通りやすいのかもしれませんが、もうこ

れで変える意向はないんでしょうか。 

今ほど説明しましたように、最初の経緯から、松丸高校という、名

前をつけてますけれども、これは役場といいますか行政内だけのプロ

ジェクトの名前でございまして、広く発信する時は、今言いました高

校生たちの、松野イズムプロジェクト、というところで打ち出してい

きますので、これ必要に応じていつでも変えれますので、この役場内

のプロジェクト名は、やっぱ松丸だけじゃまずいだろうと、ほかの地

区に申し訳ないだろうということであれば、来年以降、変更も考えま

すが、あくまでもこの内部の、行政内部の名称ということで御理解い

ただいたらと思います。 

行政内部といいましても、昨日か一昨日愛媛新聞に松丸高校という

名前で、記事が出ておりましたけどね。 

分かりました。 

この件についてのことで言わしてもらったらと思うんですが、今ほ

ど経緯は説明があったんですが、今まで議会に対して、このプロジェ

クトの名前を使われた時には、仮称ということで、松丸高校という、

そういうような表現をされて、過去議会のほうに説明をいただいたと

記憶しております。 

そういうことですから、知らん間にその仮称というのがのいてしま

って、松丸高校というようなことに今日至ってると私はそのように理

解しとるんですが、そういう経緯もありますし、今回議員になられま

した安西議員からも、そんな素朴な、今、意見が出たわけでございま

すが、是非このことについて、もう一度、検討していただいたらあり

がたいと思っております。 

今両議員から御指摘ありましたので、この件につきましては、再度

協議をさせて、検討させていただきたいと思います。 
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はい、今の件なんですけれども、こちらが名前をどうのこうの言う

べきものではないんじゃないですか。 

何か、高校生たちが自立的にこういうことを考えられたんだった

ら、考えられた高校生たちが、いいと思う名前をつけられたらいいこ

とであって、町のほうが名前をどうのこうの、内部の資料的には、こ

の名前でいいんだったらいいと思いますけど、何かちょっと話が違う

んじゃないかなと僕は思って、子どもたちにやっぱり主体性を持たす

べきだと思います。 

今、子どもたちがやっている、一般社団法人松野イズムプロジェク

トがやるこの私たち立ハッシュタグマツノイズム高校、これについて

はもう私たちが、何といいますか、口を挟む筋合いでもないしそうい

ったつもりは全くありません。子どもたちの自由にやっていただきた

いというふうに思っております。 

ただ先ほど両議員から御指摘のありましたのは、その前の段階の、

それを支援する行政の立場、そのプロジェクト名はどうかなというこ

となんで、そういった子どもたちを応援する、こちら側の事業につき

ましては名前ももう一度、検討させていただきたいと思います。 

経緯を知らずに申し訳ありませんでした。 

ようやく理解できました。 

高校生のバス通学定期券の補助事業についてなんですけれども、ま

ずお聞きしたいのが１万円という数字の根拠。 

子どもたち自身も、北宇和高校、宇和島東高校、南高校、吉田高校

と津島高校、いろいろ通学定期代の違いがあると思います。一律に１

万円という金額っていうのは配布する補助する側とすれば、すごい事

務処理は楽な方法だろうと思うんですけども、３年間、通学させる宇

和島へということになると、かなりの額が負担になっていたような、

経験があります私も。 

もう少し、距離に応じてとか、８４人しか高校生がいないのだった

らもうちょっと支援してあげれるんだったら、もう少し距離に応じた
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支援策なども考えていただいたら、いいんじゃないかなと思うんです

が。 

この補助額の決定というのは、部内でも、十分議論したところです。 

全額補助したらどうか、いやいや路線ごとに、費用も変わりますか

ら、それに応じて出すべきじゃないか。いろいろ議論を重ねた結果で

ございます。 

なお、今回、この定期券、どれぐらい上がるかということを、まず

もって御説明申し上げます。 

宇和島松丸間現行１年間６ヶ月の定期を２回に分けて買った場合、

９万１千５００円のところが、５月２０日以降、１０万８千７６０円

になります１万７千２６０円増額になります。 

一番近い距離で松丸近永間がございます。現行４万９８０円のとこ

ろ、４万８千８０円、７千１００円の値上がりでございます。 

この値上がり率の平均をとりまして、出した金額というのが、１万

円という切りのいい数字で、１万円ということになります。 

じゃあ、近永松丸は７千１００円しか上がらんじゃないかというこ

とであるんですが、もともとの通学の定期券の購入が、４万８千８０

円になります。 

というところで、公平性を期するというところで、一律１万円とい

う補助金額っていうの、割り出したところでございます。 

私自身が勉強不足の点もあると思うんですけど、これ以外の高校生

の通学券の補助というのは、町以外も含めて今のところ、何か対策と

いうか補助自体はされてるんですかね。 

ございません。 

それがないということですから、今回の件に関してはもう、とやか

く言うつもりはないんですけども、将来的に、やっぱりこれだけの高

額な財政的な負担が、高校生のお子さんを持たれてる方にはのしかか

っているということだろうと思います。 

授業料の免除とかいろいろな国の政策で、そういうのは、恩恵を受
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けられた方も多かったんですけど、やはり松野という地域で、通学さ

せるということは、これだけやっぱり経済的な負担が親にのしかか

る。複数のお子さんがおられたらその倍、また３倍かかるということ

ですので、将来的に、もっと子育て支援に力を入れるということでし

たら、やはりもう少し大胆でしっかりと補助できるような、内容とい

うのをまた御検討していただくのをお願いして、質問とさせていただ

きます。 

大変力強い御意見でありがたく思っております。 

実は高校生の定期の補助、もともとは子育て支援というよりも、Ｊ

Ｒが、予土線が値上がりすると、これますます予土線の利用者が少な

くなるから、利用促進が先にあったわけなんです。 

その時に１番被害を受ける高校生の負担を何とか町のほうで支援

できないかということがスタートになったわけで、実は今までの我々

の子育て支援というのは、小学生、中学生、保育園児もそうなんです

けれどもそこに集中したんです。 

それは、やっぱり町立が中学校、小学校であり、保育園であったと

いうことで、ちょっと今まで高校生に支援がほとんどなかったという

のが実情なんです。 

この考えを、この際に変えていかなければならないなと、松丸高校

プロジェクトの関係もあるんですけれども、やっぱりその高校がない

分、高校生を大事にしなければいけないなというふうに、今、考えを

転換しまして、そのこともあって今回初めて新規事業として、令和５

年度当初予算に乗せたわけなんですけれども、御指摘のとおり、松野

町の移住促進で、住む所と働く所は確保しましょう。そして、子育て

支援は、県内でもどこにも負けないようにしようというのが、松野モ

デルというふうに名前をうってますんで、その高校生を含めた子育て

支援、これから充実していきたいと思います。 

皆さんも御存じの方もおられるかもしれないですけど、岡山県の奈

義町というとこ御存じだろうと思うんですけど、高校生１人当たり１
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５万３千円ですか、もう一律に賜金してるような自治体もあるんです

ね、出生率も、他自治体と比較しても、倍の出生率が記録されている

自治体なんですけども、人口規模は、多分５８００ぐらいでうちとあ

んまり変わらない自治体なんですね。 

やっぱそういう人口が少ないなりでも、しっかり子育て支援をする

ならそれだけ出生率も上がって、よそからも来るっていうような町に

なれるということだろうと私は思ってるんですけど、そういう意味で

は、子育て支援、僕は松野町日本一になってほしいなと思ってますん

で、県一とは言わず、日本一の子育て支援、そういうこと、また、強

力に進めていただきたいと思います。 

空き家利用についてお尋ねしたいと思います。 

移住促進事業の推進の中で、空き家を利用される時の補助とか、リ

フォーム代とか、いうことは、かなり充実した内容になっとると思う

んですけども、町内の方が、例えばですけど、町内の方が空き家を、

利用したいという場合については、そういった補助的な制度という

か、そういったものがあるのかどうなのか、空き家がだんだん増えて

ますので、そういうことで活用していただければ、空き家の利用も、

促進されるんじゃないかなというふうに思いますんで、そこら辺をお

聞きしたいなと思います。 

空き家の活用促進についてですが、現在のところ、町内の方が、町

内の空き家の場合は、住宅リフォーム補助金というのが、活用できま

す。 

上限が２０万円でございますが、自己または、空き家の改修修繕す

る時の補助は御用意をさせていただいておりますので、是非ともこち

らも御活用していただければありがたいと思っております。 

そういう内容が、皆さんのところに周知されてるのかどうかちょっ

と分かりませんので、そこら辺も周知されたら、それならここの空き

家をちょっと利用しようかなという人も出てくるかもしれませんし、

実際私もそういう相談が１件ありましたんで、ちょっと聞いてみたか
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ったんですけど、利用さしていただける方向で、ちょっとその方にも

お話したいなというふうに思います。 

今、山田委員さんの御質問もありました空き家の利活用、町内の方

が、そこを使うっていう補助金もございますし、現在固定資産税の通

知の時期に、そろそろなってくるんですが、町内の空き家を有してい

る皆様には、松野町に空き家バンクがあります。そこで、紹介ホーム

ページに載せみませんかって言ったような、内容や空き家で困り事ご

ざいませんか、そういった内容のリーフレットチラシを、また入れさ

せていただきまして、空き家の流動化といいますか、活用につながる

ようなＰＲも、あわせて行ってまいりたいと思いますので、是非とも

そちらで、また御周知をさせていただいたらと思います。 

地域づくり交付金のことでお伺いいたします。 

各部落に、上限はありますがね、３０万ぐらいから多分６０万ぐら

いあるんじゃないかなと思いますが、なかなか今の高齢化が進んで、

何事も部落でする、いうそもそもが、大変な時代になっておりますが、

そこでこの交付金を、もう少しプラスの方向に向けれないかなと、い

わゆる町長言われたように、地域の自治体でまちおこしをするという

主体性を持っとると言われるんでしたら、その辺を考えられたらどう

かなと思いまして、お伺いいたします。 

現在この地域づくり交付金事業、始まって数年たったわけなんです

が、町長が目指しております、コミュニティ、部落が元気でなくては、

松野町の５０年後１００年後はないというところの強い信念に基づ

いて始まった事業でございますが、スタートしていろいろと数年たっ

たわけですが、各部落での使い道もだんだんこう、幅が広がって参っ

ているところです。 

特に現在では喫緊の課題で、恐らくあるであろう街路灯のＬＥＤ化

であるとか、消火栓を改修するとか、そういったものが多く使われて

いるようでございます。 

今後さらに、この地域の基礎単位である部落が、集落がきちんと持
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続できるように、主体性を持って取り組めるようにして参る、ひとつ

の財政的な権限移譲でございますので、しっかりとこちらは持続して

いくつもりです。 

で、あわせて各部落で、主体性をもって自分たちの部落はこうして

いきたいっていうところのきっかけをつくるために、今回、先ほど御

説明申し上げました、松丸と目黒で行って参りたい、あるいはもう実

際に始まっている、ワークショップによる町の課題解決という手法を

いずれは全部落にも広げてまいりたいなと思っております。 

その中で、地域づくり交付金をしっかりと財源として考えていただ

いて、自分自らが、自らの部落を守っていく。 

持続していくといった、まちづくりにつなげてまいりたいと思って

おります。 

理解はしてるんですけれども、実際問題、各部落、なかなか何する

にしても自由に使えるお金が、どうしても高齢化進んで人を外部から

雇い入れないといけないとか様々な問題が出てくるわけですよ。 

そこにはどうしても、各自治体の、各部落の予算だけで賄うのはな

かなかほかの面もありますんで、大変な部落の会計になっております

んで、その辺をひとつ考慮して各部落が存続できるような、補助制度

をもう少し考えていただいたらと思います。 

この地域づくり交付金なんですが、一応６年度末までの時限になっ

てます。 

実は先日区長会で、区長さん方といろいろ相談をしたんですが、ま

ず区長さん方は非常に助かっている制度やから、是非その時限になっ

た後も存続をさせてほしいということは、全ての方が言われました。

で、その中で、私としましても、部落の存続はこれまちづくりの１番

の基本だから、時限になっても存続できるような検討はしていきます

と、その中で、例えば増額、増額するにしても今の形で増額をするの

か、それとももうちょっと、手挙げ方式といいますか、固定するので

はなくて、今年はこういう事業するから、その分をかさ増してほしい
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とか、そういった形もあわせて、この６年度末の事業、更新の時期に

合わせて検討していきたいというふうに思います。 

区長さんと綿密な相談され、今後取り組んでいただいたらと思いま

す。 

一般会計予算の中の４６ページの中に、宇和島鉄道開通１００周年

記念事業費で５０万円計上していただいております。 

実は私もこの実行委員会のメンバーの１人なんですけども、そうい

う意味では、たくさんの予算を計上していただいておりまして、うれ

しいなと思ってるんですけども、要は予土線の利用促進の一環として

の、確かに事業になるんで、今年の１１月にですね、そういった事業

を計画していると思いますけども、これ一貫的な事業に終わってはま

た、もったいないいうたら言い方おかしいんですけど、それじゃあれ

なんで、予土線がなかなか利用する人が少ないと。 

いうことで、今、厳しい状況になってるんじゃないかなと思うんで

すけども、先ほどの高校生の運賃の件もいろいろ考えられておると思

うんですが、やはりあの予土線を何とか存続さすために、どのように

していったらいいかいうのはやっぱ、役場だけじゃなくて、議員も含

めて、町民みんなが考えていかないと難しい状況じゃないかなと思う

んですけども、今後具体的に、このようなことをして、利用者を増や

すとか、そういうお考えがあるのか、ちょっとお聞きしたらなと思い

ます。 

今回、大正１２年の１２月１２日に宇和島鉄道が、吉野駅ですね吉

野生じゃなくて、当時吉野駅だったと思うんですが、吉野駅に延伸し

てちょうど１００周年を迎えるわけなんですが、今回全線開通１００

周年記念事業、これはこれまでの先人の築いてきた遺産を検証すると

ともに、記念事業を行うことによって予土線のＰＲ、そして、公共交

通網の幹線としての存在というのをやはり、いま一度アピールすると

いう内容をもとに、町としても是非補助をしていくという考えで予算

を今回上程させていただいているものであります。 
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四国の鉄道といいますか、全国的にこのローカル線の存続っていう

のはやっぱり鉄道の存続っていうのは、今のように国の社会が発展、

発達すると、なかなか簡単に、この鉄道が更に復活していくっていう

のは困難なところであるというのは十分認識しております。 

その中で、複合的に、対策は当然うって参りたいと思っております。 

１つは通学、通勤、特に通学の朝晩の定時の路線運行というのは、

維持してまいりたいと思います。 

そのほか、日中、そして今後インバウンド、そういったところを見

据えた観光、鉄道を資源として捉えていただいて、観光で使っていく

というところで、幾らかを伸ばしていかなければならないというのが

あります。 

そういったところも複合的に対策を打っていくっていうところの

考えです。 

１つは、予土線をしっかりとアピールするというところは当然いり

ます。で、要は、乗る人を増やすっていう、１番の芯の部分はありま

す。 

その辺りまた観光のほうで少し触れさせていただくことで、産業常

任委員会のほうで少し触れさせていただくんですが、鉄道っていう資

源を生かした、観光振興というところも考えていかなければならない

と思ってます。 

あと、もう１つはやはり沿線の各市町と足並みをそろえて、そして

これまでは、ＪＲのほうに残してくれ残してくれの話だけじゃなく

て、今後は、ＪＲと鉄道事業者と一緒に、どうすれば効率のいい運営

ができるのか、というところも、話し合いを始めていかなければなら

ないと思っております。 

その上で、鉄道をどうやって維持していくかというのを、役割分担

していかなければならない時期になっているなというのがあります。 

その中の、今回の予算案としては、一つのＰＲの素材として、宇和

島鉄道全線開通１００周年の記念事業を、の予算を提案させていただ
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いたところです。 

内容的にはもう十分よろしいんですが、是非我々もその鉄道を残せ

るように、予土線を、やっぱみんなで考えていかないけんと思います

んで、そういった機会をまたいろいろ作っていただいて、協議してい

きたいなと思います。 

他にありませんか。 

質問が無いようであれば、採決に移ります。 

ただいま審査しております、議案第１８号について、原案のとおり

御承認いただけますか。 

（異議なしの声） 

賛成全員です。 

したがって、当委員会は、議案第１８号「令和５年度松野町一般会

計予算」歳入該当分、歳出２款総務費、ふるさと創生課所管分につい

ては原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

 

会議の経過を記載して、その相違ないことを証するためここに署

名する。 

 

 令和５年４月２７日 

  松野町議会総務常任委員会委員長 山石 恭助 

 


